
第９ ９ 回 相模湖地区ま ちづく り 会議 全体会 結果 

 

■ 日   時  令和７ 年１ ０ 月２ ３ 日（ 木）・ １ ９ 時開会 

■ 場   所  相模湖総合事務所 ３ 階 大会議室 

■ 出席委員数  １ ８ 名出席（ ５ 名欠席）  

■ 傍 聴 者  ０ 名 

 

１   開会 

 

２   代表あいさ つ 

○鈴木副代表から あいさ つ。  

 

３  報告事項等 

（ １ ） 相模原市のごみの現状と 課題について 

○資源循環推進課、 清掃施設課、 廃棄物政策課から 標記の件について添付資料のと

おり 説明。  

＊各委員から の主な意見・ 質問（ ◇主な意見・ 質問等、 ◆回答等）   

◇ゴミ の有料化については近日中に始ま る のか、 当分先になる のか 

◆あく ま でゴミ の減量方法の一つに過ぎず、 相模原市ではやる ・ やら ないの決断

を し ていない。  

◇民間の資源化には年１ ５ 億の費用と ある が、 最終処分場の建設にはど の程度の

費用が掛かる のか。  

◆最終処分場を 新し く 作る こ と になっ た場合は 8 0 ～1 0 0 億程度を見込んでいる 。 

 

（ ２ ） 相模原市地域活性化事業交付金見直し について 

○事務局から 標記の件について添付資料のと おり 説明。  

 

（ ３ ） 中山間地域振興モデル地区推進事業（ 小原） の取組について 

○事務局から 標記の件について添付資料のと おり 説明。  

＊各委員から の主な意見・ 質問（ ◇主な意見・ 質問等、 ◆回答等）   

〇指定管理者の予算ついてはど の程度になる のか。  

●現在積算中である 。  

 

４  各部会から の報告について 

・ 産業・ 観光専門部会 

吉良部会長から 、 １ 月 2 5 日に開催する 予定の第２ 回相模湖の歴史物語セミ ナ

ーの進捗について報告があっ た。 現在残っ ている 歴史の資料を 確認し ている と

のこ と 。  

 

・ 子ど も ・ 若も の専門部会 

川村部会長から 、 ９ 月 1 2 日部会を 開催し 、 行う 内容に協議を継続し ている 。  

テーマは「 子ど も 、 若者の通勤通学の選択肢を 減ら さ ないために私たちにでき  

る こ と を 考える 」  



 ・ 地域ケア会議 

  標記の件について添付資料のと おり 説明。  

 

５   協議事項等 

（ １ ） 令和７ 年度地区ま ちづく り 会議における 学習会について 

○事務局から 標記の件について添付資料のと おり 説明し 、 協議し た。  

 協議の結果、 防災についてメ イ ンテーマで行っ ていく こ と と なっ た。  

 詳細については、 次回のま ちづく り 会議全体会で決める こ と と なった。  

＊各委員から の主な意見・ 質問（ ◇主な意見・ 質問等、 ◆回答等）   

◇ハザード マッ プについては、 疑義を 感じ ている 箇所があ る 。 こ こ について質  

問を行いたい。  

◆危機管理局から ハザード マッ プ策定に係る 職員へ参加を 依頼する 。  

◇避難所の指定の考え方についても 確認を し たい。 一時避難場所についても 考え

直し た方がいい場所がある 。  

◆避難所の指定の考え方、 危険箇所の指定の考え方について確認でき る よ う 講師

に依頼する 。 主題と 多少ずれた部分がある のでおも に質疑応答の時間を 割いて対

応し たい。  

◇も っ と 多く の人が参加でき る 形にし て、 よ り 多く の人に周知でき る よ う にし た

方が良いのではないか 

◆今回に関し ては、 ま ちづく り 会議委員の見識を 深める 目的で実施する こ と を 前

回の全体会で決めていただいている ので、 今回は対象を 委員のみと し 、 地域住民

への啓蒙については勉強会の成果も 踏ま えて検討し ていく こ と が良いと 考えてい

る 。  

 

（ ２ ） 相模湖地区の情報発信・ 共有について 

○事務局から 標記の件について添付資料のと おり 説明し 、 協議し た。  

＊各委員から の主な意見・ 質問（ ◇主な意見・ 質問等、 ◆回答等）   

◇対象者が有志と なっている 。 部会と なっ ていないのはなぜか。  

◆ま ちづく り 会議の中に置く と 外から 人を 呼ぶこ と に制限がかかっ てし ま う 。外か

ら も 人を 呼んで幅広く 自由に意見交換をでき る 場を作る こ と を意図し たため。  

◇ま ちづく り 会議以外でこ の課題に興味のある 方、こ れを問題と 思っている 方はあ

ま り 多く ないと 思う 。 具体的にど のよ う な人を考えている のか。  

◆初めはま ちづく り 会議の中から 有志と し て参加し ていただき 、参加いただいた方

の中から 人を 紹介し ていただく こ と を 考えている 。  

◇事務局は置かないと のこ と でし たが、情報等の管理についてはど なたが行う こ と

を 考えている のか。 有志だから あやふやになり そう で怖い。  

◆ま ちづく り センタ ーの職員も 話し 合いには参加する 予定である 。事務局と し ての

立場ではないが、体制が確立する ま ではま ちづく り センタ ーの職員が対応し ても い

いと 考えている 。  

◇例えば今年、防犯の集いと 相模湖藤野ブロ ッ ク PTA 親睦バレ ー大会が同じ 日に

開催さ れている 。 こ う し たこ と を 防ぐ のがこ の集ま り の目的である と 考えている 。

事務局は置かないと なっている が、情報管理を行う 主体を決める こ と が必要である



と 考えている 。  

◆こ の話し 合いの場は情報を 管理する と こ ろ を ど こ に置く のかが効率的なのか等

を 話し 合う 準備の場である と 認識し ている 。  

   

６  その他 

・ 事務局から 子ど も 施設課のこ ど も センタ ー、 児童ク ラ ブ、 児童館、 職員募集につ

いての周知が行われた。  

・ 事務局から １ １ 月２ ９ 日に津久井地域防犯のつど いが開催さ れる 旨の報告があっ

た。  

・ 吉良委員から 1 0 月２ ５ 日に相模湖ハロ ウ ィ ンパーティ ーが開催さ れる 旨の報告

があっ た。  

・ 鈴木副代表から ダム祭・ 相模湖ふれあい広場の参加・ 協力についてのお礼があっ

た。  

・ 森久保理事から 相模湖野外バレ エフ ェ ス ティ バルの参加・ 協力についてのお礼が

あっ た。  

・ 山本委員から １ ０ 月 2 ４ 日～２ ６ 日さ がみ風っ子展が開催さ れる 旨の報告があっ

た。  

 

７  閉会  

 

                                以  上 
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令和８年度からの

地域活性化事業交付金見直しについて（概要）

補 助 率交 付 期 間対 象

３ 年（ ３ 回） 目ま で

１ ０ /１ ０ 以内
３ 年間又は３ 回要綱第２ 条別表第１ に掲げる 事業従来

○４ 年（ ４ 回） 目は３ /４ 以内

○５ 年（ ５ 回） 目は１ /２ 以内

最大５ 年間

又は５ 回

要綱第２ 条別表第１ に掲げる 事業のう ち、

区で強化し たいこ と や事業の発展性等を鑑

みて、 各区で対象を決定する 。

拡充

部分

※令和７ 年度にモデル事業を実施し 、 令和８ 年度に要綱改正を行い本格的な運用を予定

◎見直し のポイ ント

 交付回数を３ 年（ ３ 回） → 最大５ 年（ ５ 回） ま でに延長 でき る 。
 交付金の補助率は、 ３ 回目ま では１ ０ /１ ０ 以内、 ４ 回目は３ /４ 以内、 ５ 回目は１ /２ 以内と する 。
 マッ プ作成系事業は、 情報更新の必要性から 交付回数の制限はなし 。

(ただし 、 継続し て交付申請をする 場合は、 直近で交付金交付を受けた年度の翌年度から 起算し て原則３ 年を
経過し ている 必要がある 。 ）

市民局 市民協働推進課

資料１



























 

 

令和７ 年度相模湖地区ま ちづく り 会議学習会の実施について（ 案）  

 

１  趣旨 

  時間降水量８ ０ ㎜以上の「 猛烈な雨」 がこ こ ３ ０ 年で約１ . ７ 倍に増加する など 、

大雨等によ る 災害発生の危険性が高ま っ ている 状況にある 中、 災害や防災に対する ま

ちづく り 会議委員の意識や知識を 高める こ と によ り 、「 災害に強いま ちづく り 」 の実

現を 図る ため、 学習会を実施する も の。  

 

２  実施日時 

※役員会では、 令和７ 年１ ２ 月中旬～令和８ 年２ 月下旬の平日夜間を想定 

（ １ ） 候補日程１  

期日： 令和   年   月   日（    ）  

時間： 午    時   分から 午    時   分ま で 

（ ２ ） 候補日程２  

期日： 令和   年   月   日（    ）  

時間： 午    時   分から 午    時   分ま で 

（ ３ ） 候補日程３  

期日： 令和   年   月   日（    ）  

時間： 午    時   分から 午    時   分ま で 

 

３  会場 

相模湖総合事務所 ３ 階 大会議室 

 

４  主題 

（ １ ） ハザード マッ プに基づく 危険箇所の確認 

（ ２ ） 地域の避難所について  

 

５  内容 

  ※具体的な内容については、 全体会等で検討 

 

６  対象 

相模湖地区ま ちづく り 会議委員 

 

７  講師等 

（ １ ） 相模原市緑区役所地域振興課職員（ 防災訓練専門アド バイ ザー）  

（ ２ ） 相模原市危機管理局職員 

 

以 上   

資料３  



 

 

相模湖地区の情報発信・ 共有について（ 案）  

 

１  趣旨 

  相模湖地区では、 情報の共有や発信についての効果的な手法が確立さ れていないこ

と から 、 団体間の連携が不足する 等の課題が生じ ている ため、 課題解決に向けて自由

に意見を交換する 場を 新たに設ける も の。  

 

２  位置付け 

  相模湖地区ま ちづく り 会議が中心と なって設置する が、 ま ちづく り 会議の傘下では

なく 、 参加者によ る 自主的な意見交換の場と する 。  

意見交換で出た意見や提案については、 参加する ま ちづく り 会議委員がま ちづく り

会議に共有する 。  

 

３  対象（ 有志）  

  次の（ １ ） から （ ５ ） ま でに掲げる 人のう ち、 相模湖地区における 情報の共有や発信

等についての課題解決に取り 組む意欲がある 人 

（ １ ） 相模湖地区ま ちづく り 会議委員 

（ ２ ） 相模湖地区住民 

（ ３ ） 相模湖地区に興味がある 人 

（ ４ ） 情報の共有や発信の手法について見識のある 人 

（ ５ ） 相模湖ま ちづく り センタ ー職員 

 

４  運営 

参加者によ る 自主的な運営と し 、 自由に意見を 交換でき る 雰囲気づく り に努める 。  

なお、 事務局は置かない。  

 

５  募集 

（ １ ） １ 回目 

１ 回目の募集は、 相模湖地区ま ちづく り 会議委員に対し て行う 。  

（ ２ ） ２ 回目以降 

２ 回目以降の募集については、 参加者の話し 合いによ り 決定する 。  

 

６  その他 

話し 合いの場所や日時、 方法、 テーマ、 周知方法については、 参加者が相談し て決

める 。  

 

 

以 上   

資料４  


